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研究成果の概要（和文）：本研究では，「郷土」という表象が，いかにして近代の日本において

受容ないしは導入され，国民の地理的想像力のなかで確固とした実在物として自明化されてい

ったのか，さらに「郷土」表象をめぐる実践が，どのようなかたちで展開していったのか，こ

れらの主題について検討を行った。その結果，文部省における郷土表象の近代的制度化が明ら

かにされ，郷土教育の実践においてどのようなカリキュラムでどのような教材が使用されてい

たか，また他の郷土関連のイベントや博物館等の施設の設置・普及，また民芸運動やツーリズ

ムの展開などとどのように連関していたのか，さらには市民共同体での表象の位相など，多角

的な局面から明らかにすることができた。 

 
研究成果の概要（英文）：This research project aimed to examine a representational and 
material process of an idea of “Kyodo(Heimat, homeland)” in the modern Japan. Our 
particular research interests revolved around three modalities, (1) how the idea was 
accepted, (2) how the idea became postulated as a stable entity in nations’ geographical 
imagination, and (3) how various practices for the representation of the “Kyodo” took 
place and were developed. In so doing, we focused on a relationship between an educational 
system, molded up by the Ministry of Education, that invented teaching programs and 
materials to teach pupils geography of their own ‘homeland’, and other various movements 
such as developments of folklore and folk craft studies, discussions over a museum display 
of the localness, and promotion of domestic tourism. We also unveiled how the idea of 
“Kyodo” contributed to an anchoring of coherent local communities. The research leads 
us to understand various aspects of the development of the representation of “Kyodo”. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 内務省の地方改良運動や文部省主導に
よる郷土教育運動によって，いかにして「郷
土」なるものが表象され，制度化され，また
国民に身体化されていったかを明らかにし
てみようというのが初発の問いであった。 
(2) さらに，「郷土」なるものが身体化され
ることにより，この特定の空間的範域と情動
との結びつきがどのように展開・動員されて
いくかにも注目することとした。むろんこの
ことは（とくに日清・日露から第二次世界大
戦へと至る時期における）ナショナリズムの
問題とも絡んでくる。 
(3) また，同時代の運動である民俗学や民具
研究の形成，民芸運動の進展，さらには，ツ
ーリズムの展開，これらについても「ルーラ
ル／ローカル」な地域表象に大いにかかわっ
てくる問題として取り上げ，「郷土」なるも
のとの関係性を問うこととした。 
(4) こうした経過に経て，文化地理学者・社
会地理学者を中心に，一部関連する他分野の
研究者も含めて研究会メンバーを組織する
にいたった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，「郷土」なるものを単なる制度
的実体としてではなく，それをそのように表
象せしめる仕組み，ないしはプロセスを明ら
かにすることに重点を置いた。 
(1) よって，学校教育での実践様態（テクス
トやカリキュラム等の精査），のみならず，
それと連動した地域振興などのイベント，博
物館における展示の様態などにも着目する。 
(2) とはいえ，そもそもこの「郷土」という
表象がどこに由来するものなのかを明らか
にする必要もあるだろう。近代日本のコンテ
クストのみならず，可能であればヘルダー以
来のドイツ思想にも遡及してみたい。 
(3)学校教育で育まれた「郷土」表象が自明
化されるとなれば，それはその後どのように
展開されるのか？ それを明らかにすべく
郷土関連の各種展示会，郷土史編纂事業，さ
らには民俗学，民芸運動，民具研究，博物館
設置運動，そして「郷土」関連の各種のメデ
ィア・イベントにも注目し，それらの実相を
腑分けしていくこととする。 
 これらについて，各々明らかにするのみな
らず，それら相互の結び付きの様態について
も明らかにしていくことが本研究の目的で
ある。 
 
３．研究の方法 
４つの研究班を設置し，それぞれの分野を深
めていくこととした。 
(1)「郷土表象の源流班」：本班は 19・20 世
紀ドイツ思想と内務省主導による地方改良
運動との間の時間軸を追う。日本におけるド

イツの郷土思想の影響圏を探る。 
(2)「行政・制度的介入研究班」：本班は地 
方改良運動から文部省主導の郷土教育運動
にいたる行政の「郷土」なるものへの介入を
検証する。 
(3)「郷土教育研究班」：本班は文字通り郷土
教育実践の場を検証していく。さまざまなテ
クストやカリキュラム，さらには唱歌や校歌
における郷土表象についても検討する。 
(4)「郷土表象の展開研究班」：本班は「郷土」
のみならず，ローカルな空間的範域へのまな
ざしを有する知的形態について検討を行う。
民俗学，民芸運動，民具研究などがその対象
となる。 
 これら４班は，文献調査や現地調査により
それぞれの研究を進めていくが，その研究成
果報告を毎年度夏季と冬季に合宿研究会で
行い，討議を重ねることで，研究を深めてい
く。また，国内・国外の学会で報告し，メン
バー以外の意見や視角を吸収していく。中間
期には国内学界でシンポジウムを開催し，こ
れらの成果を最終的には報告書を公刊する
ことで世に問うこととしたい。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果としてはまず，(1)「郷土」
なる概念をめぐる近代と前近代の文脈を明
らかにしたことにあるといえる。(2)また，
それが文部行政の中で徐々に制度化され，郷
土教育として学科化され，1930 年代には郷土
教育運動として一大キャンペーンがはられ
るまでに至る，この概念の系譜を分節化した
ことも成果のひとつと言えよう。(3)この間，
内務省主導による地方改良運動との兼ね合
いや地域振興とも連動する各種展覧会，博覧
会，教育展示会，また郷土と国家を結び付け
るイベントなどの位相についても確認する
ことができたし，(4)柳宗悦らの民芸運動や
柳田國男の日本民俗学における「郷土」なる
ものの表象を精査することもできた。(5)さ
らには戦前のツーリズムの発達過程におけ
るローカリティと「郷土」の関係性，戦前期
の大都市における市民意識涵養に際しての
「郷土」なるものの動員などについても把握
することができた。「郷土」なるものをめぐ
る一連の事象を「思想」という視座から検討
することによって，一見すれば個々ばらばら
に捉えられてきたものが何やら星座めいた
布置関係をもつものと捉えることが可能に
なったかもしれない。個々の成果については
国際・国内学会での発表や論文や書籍として
すでに公表してきたし，2 年目の年度末には
日本地理学会でシンポジウムを開催し，多く
の意見を頂戴することもできた。多岐にわた
る一連の成果をここでひとつひとつ取り上
げる紙幅はない。近日中に単行本として公刊
を予定しているのでそちらを参照されたい。 
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